
南内越地区要望に対する回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

１．市道の交通安全対策について①（令和２年度要望から継続）

 住宅地（川口字家妻94周辺）の丁字路に３年前にカーブミラーを設置していた
だきましたが、車・自転車及び歩行者との衝突・接触しそうな事例が多くあり、
今も危険な状況にありますので、一時停止の道路標識と道路標示の設置を再度要
望します。
 一時停止の道路標識と道路標示の設置については、秋田県公安委員会の管轄と
なります。
 窓口である由利本荘警察署へ地域の要望を提出しておりますが、現地確認の結
果として「前回から変わらず、車両は低速で安全に通行している状態である」と
の回答から設置にはいたっておりません。
 なお、代替案として注意喚起の看板を当該丁字路付近に設置することを検討し
ております。

川口 生活環境課

２．市道の交通安全対策について②（令和２年度要望から継続）

南内越地区 建設管理課

１．歩道の設置について（平成１０年頃から継続要望）

 市道「石脇大浦線」の大浦字蛇持地内は、近年大型車両の通行が多くなり、歩
行者や自転車等の通行が危険な状況になっております。
 このため、交通事故防止の観点から蛇持地内に歩道を設置されるよう要望しま
す。
 歩道の設置については、各地域からも同様の要望が多いことから、危険性や緊
急度を見極めて取り組んでまいります。
 なお、速度抑制効果を期待する路面標示（ドットライン）を実施し、安全対策
に努めてまいりますので、ご理解をお願いいたします。

川口 生活環境課

 川口字家妻66-6 ＊＊宅の塀で、住宅地から広い道路に出るY字路は、自転車や
車の確認が難しく、危険なためカーブミラーの設置を要望いたします。
 カーブミラーの新設については、要望箇所の交通量や危険度の高さを考慮しな
がら、市内全域での要望箇所等を確認し、優先順位をつけて設置を行っておりま
す。
 当該箇所は継続して要望いただいておりますので、市といたしましても、引き
続き、危険性等を調査してまいります。
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南内越地区要望に対する回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

 側溝の整備については、各地域から多数の要望を頂いていることから、危険性
や緊急度の高い箇所から取り組んでまいります。
 本要望箇所については、①～④の箇所を一度に整備することは難しいですが、
部分的な整備を検討してまいりますので、ご理解をお願いいたします。

谷地 建設管理課

１．水路の洪水防止について（令和４年度要望から継続）

 当町内を貫流する水路は、毎年のように大雨で氾濫しており、今年も８月１３
日の大雨により水があふれ、町内の市道が冠水しました。
 昨年度、市に対して有効な対策を要望したところ、「今後、整備箇所の上流に
ついて周辺の排水環境を含め現地調査を行う。」との回答をいただきました。つ
きましては、調査の結果や新たな対策についてお知らせ願います。

 当該水路の下流側については、流下能力向上のため平成２８年度までに水路の
拡幅を行ったところであります。現在、排水系統等の調査を行っているところで
あり、今年度末を目処に調査結果および対策についてまとめたいと考えておりま
す。
 なお、当該水路に異物流入を防ぐためのスクリーン（金属製の柵）を設置した
ところ、上流側の田畑から流れ込んできた草木が詰まるという事例がありました
ので、草刈り後の雑草等を水路に流すことのないようにご協力をお願いいたしま
す。

川口 建設管理課

３．Ｕ字溝設置等の改修について（令和２年度要望から継続） 

 新住宅地（川口字家妻61-6周辺）には住宅や学生アパートが多く、令和３年度
にも３棟新築され、アパートは合計９棟になりました。車両（自転車を含む）の
交通量も多くなり、周辺の道幅も狭く夜間や冬期間の事故が心配されています。
 また大雨や融雪時に流れの阻害にもなっていますので、Ｕ字溝の設置を要望い
たします。
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南内越地区要望に対する回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

１．歩道の設置について（平成２７年度要望から継続）

 市道「川口二十六木線」の谷地町内入り口から二十六木方面には歩道が設置さ
れていません。
 そのため、車両の通行量が増大している近年は、歩行者や自転車の事故が心配
されています。
 つきましては、片側だけにでも、歩行者等が安全に通行可能な歩道の設置を要
望するものです。
 本要望箇所については、今年度、歩道設置に向けた測量詳細設計を実施してお
り、整備に向けて進めてまいります。
 なお、工事実施までの間は、速度抑制効果を期待する路面標示（ドットライ
ン）を実施し、安全対策に努めてまいります。

谷地 建設管理課

２．市道川口二十六木線の改修について（新規要望）

 市道川口二十六木線は、昨今の通行車両の増大と大型ダンプカーなどの往来に
より、至る所に舗装の損傷が見られます。
 昨年度は、とりわけ損傷が激しい介護施設付近から県立大学南側の東西２００
メートルほどの補修を要望したところ、早速実施していただきました。
 しかしながら、それに接続する箇所についても損傷が進み、特に東側カーブ付
近において、道路を横断するボックスカルバートで段差と亀裂が生じておりま
す。付近の住民からは、大型車両等の通過による振動と騒音に対する苦情が寄せ
られていることから、当該箇所を優先して早期の補修を要望いたします。
 舗装修繕については、年次計画により補修を実施しており、今年度は二十六木
地区を実施する予定となっております。
 本要望箇所については、舗装の応急修繕としてクラック補修を実施するととも
に、大型ダンプカーなどへの速度低減の働きかけとして注意喚起の看板を設置し
たいと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。

土谷 建設管理課
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南内越地区要望に対する回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

土谷 地域づくり推進課

２．町内公民館の改築への補助について（令和３年度要望から継続）

 街路灯の設置については、各地域から多数の要望を頂いていることから、危険
性や緊急度の高い箇所から取り組んでまいります。
 なお、新設ではなく、町内周辺地域から移設可能な街路灯がありましたら、優
先的に対応を検討してまいりますので、情報提供をよろしくお願いいたします。

柴野 建設管理課

１．八幡台川下流の雑木伐採について（令和３年度要望から継続）

 柴野町内と川口町内の境を流れる八幡台川下流両岸、中央の繁茂が著しく、川
面が見えない状況であります。
 柴野町内では洪水に備え、土のうの準備をしていますが、芋川への流入を円滑
にするため雑木の伐採を再度要望します。
 ご要望箇所を管理する秋田県から、令和５年度予算要望を予定しているとの回
答をいただいております。

 土谷町内の公民館が老朽化しており、改築しなければならなくなっています。
しかしながら、小さな町内では、各家庭への負担が大きくなっており、苦慮いた
しております。ついては、公民館の改築にあたっての補助の増額について要望い
たします。
 地域の集会施設は地域の自治を支える重要な拠点であると考えておりますが、
町内会・自治会が所有する集会施設はそれぞれの団体が所有する財産であること
から、市からの補助金額を大幅に引き上げるなどの対応は極めて難しいものと考
えております。
 一方、「集会施設建設費等補助金」については令和４年度から補助率を10分の
２から10分の３に引き上げるとともに、令和５年度からは同一式内の倉庫等を対
象に含めるなど、本事業をより柔軟に活用いただけるよう補助要綱の見直しを
行ったところであります。
 今後も活用しやすい補助制度となるよう取り組んでまいりますので、ご理解を
お願いいたします。

土谷 建設管理課

３．街灯の設置について（新規要望）

 ＊＊（前田５－１２）付近に街灯がなく薄暗く、危険との苦情が多くありま
す。ついては、防犯等のためのも、電柱への街灯の設置を要望します。
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南内越地区要望に対する回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

１．旧防火水槽跡地の側溝について（令和４年度要望から継続）

 平成３１年度要望でお願いした「側溝欠落部分」の補修を令和２年度に実施し
てもらいましたが、その後近年の豪雨等により他の欠落箇所も発生してきており
ます。
 この状態は今後も広がっていくと思うので『旧防火水槽跡地の側溝』(雨水排水
用)の「一体的な工事」を要望します。

 側溝の整備については、各地域から多数の要望を頂いていることから、危険性
や緊急度の高い箇所から取り組んでまいります。
 本要望箇所については、道路に浸食が見られるところの路肩及び法面の補修を
してまいりますので、ご理解をお願いいたします。

柴野 生活環境課

２．市道の交通安全対策について（令和４年度要望から継続）

 （有）タカハラから本荘自動車学校へ通じる市道の交差点（飛鳥治療院の横）
は、新興住宅地からの見通しが悪く事故の心配があるのでカーブミラーの設置を
要望します。

 カーブミラーの新設については、要望箇所の交通量や危険度の高さを考慮しな
がら、市内全域での要望箇所等を確認し、優先順位をつけて設置を行っておりま
す。
 当該箇所は継続して要望いただいておりますので、市といたしましても、引き
続き、危険性等を調査してまいります。

横山 建設管理課
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南内越地区要望に対する回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

横山 建設管理課

２．横山町内神社北側法面の『崩落、耐震等強度調査依頼』について
（平成３１年度要望から継続）

 本要望箇所については、交差点にすみ切りがあり、早期の拡幅工事は難しいと
考えております。安全対策として、道路の端を示すデリネータを設置いたしま
す。

 市道横山長者屋敷線の神社北側にある法面の崩落防止「コンクリート補強部
分」について、亀裂や剥落した箇所が散見されるため、崩落・耐震等の強度調査
を継続して要望いたします。
 当該箇所は、年配者より『昔、大雨による土砂崩れがありその時に工事した』
とのことですが、その後道路も改修しており、どの時点で工事を行ったかは定か
でありません。
 「コンクリート補強部分」については、これまで崩落した記憶はありません
が、現状および５０年以上と思われる経過年数を考えると部分的な補強も必要で
ないかと思われます。

 本要望箇所については、今年度も現地調査を行ったところ、通行に危険が伴う
状態ではないと判断しております。今後も道路パトロールなどにより斜面を注視
し、現状に変化が生じた場合には、調査等も検討してまいりますので、ご理解を
お願いいたします。

長者屋敷 建設管理課

１．長者屋敷橋前の丁字路の拡幅改善について  （新規要望）

 当該箇所につきましては、住民・郵便配達員・運送業者・介護施設等、多くの
方々から丁字路の幅員が狭く、右折、左折する際、危険を感じるという苦情が多
く聞かれます。特に、夜間や降雪時は幅員が狭く、丁字路の路肩両端が下がって
おることから、道路の両端がわかりづらく、とても危険であります。
 このため、早期な拡幅工事等、安全対策を要望いたします。
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南内越地区要望に対する回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

長者屋敷 消防本部総務課

２．屋外消火栓等の設置について（平成１０年度要望から継続）

 ＊＊宅、＊＊宅、＊＊宅周辺には防火設備が無く、長者川からも遠いため万一
の火災の際には初期消火の遅れが心配です。このため、早期に屋外消火栓等の設
置を要望します。

 設置希望箇所については、水道管の管径が１００ミリと細く、消防水利の基準
に合った消火栓の設置は現時点では困難であります。
有事の際には水槽車が現場現場直近に部署して放水するとともに、ポンプ車や地
元消防団との協力により水利確保いたしますのでご理解をお願いいたします。

４．市道の危険対策について（平成２３年度要望から継続）

 ＊＊宅前の市道は、山側から道路下に水が流れて横断し、基盤となる土砂を流
したのか道路の路肩が下がりヒビが入っており、危険防止のため対策を要望しま
す。

 本要望箇所については、今年度も現地調査を行ったところ、道路の舗装にひび
割れが見られるものの、通行に危険が伴う状態ではないと判断しております。今
後も道路パトロールにより経過観察してまいりますので、ご理解をお願いいたし
ます。

長者屋敷 建設管理課

３．落石防止対策について  （平成９年度要望から継続）

 旧横山砕石から石橋までの約４００ｍの区間は時々道路への落石があり、特に
歩行者や自転車走行者への危険性が危惧されていることから、早期の落石防止対
策を要望します。

 本要望箇所については、「落石注意」の警戒標識を設置して注意喚起を行って
いるところでありますが、引き続き道路パトロールなどにより斜面を注視してま
いりますので、ご理解をお願いいたします。

長者屋敷 建設管理課
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南内越地区要望に対する回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

福田 地域づくり推進課

１．集会施設建設費等補助金の増額について（新規要望）

 本要望箇所については、堤防のかさ上げは難しいと考えておりますが、今年度
は長者川下流の浚渫および伐木を実施し、河川断面を確保して流下能力の向上を
行っておりますので、ご理解をお願いいたします。

 当町内において、集会施設の修繕には多額の費用がかかり、世帯数の少ない当
町内では一戸当たりの負担が大きくなることから、建設費等補助金の増額につい
て要望いたします。

 地域の集会施設は地域の自治を支える重要な拠点であると考えておりますが、
町内会・自治会が所有する集会施設はそれぞれの団体が所有する財産であること
から、市からの補助金額を大幅に引き上げるなどの対応は極めて難しいものと考
えております。
 一方、「集会施設建設費等補助金」については令和４年度から補助率を10分の
２から10分の３に引き上げるとともに、令和５年度からは同一式内の倉庫等を対
象に含めるなど、本事業をより柔軟に活用いただけるよう補助要綱の見直しを
行ったところであります。
 今後も活用しやすい補助制度となるよう取り組んでまいりますので、ご理解を
お願いいたします。

福田 建設管理課

２．長者川の洪水防止について（令和４年度要望から継続）

 大雨のたび、長者川と山田川との合流箇所があふれて付近の建物に被害が発生
している。
 下福田橋付近の堤防のかさ上げを要望します。
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南内越地区要望に対する回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

山田 建設管理課

１．防雪柵の設置について（平成５年度要望から継続）

 市道「畑谷赤田線」で防雪柵が設置されていない畑谷町内側の冬期間の状況は
大変厳しい環境にあることから、市道「川口岩谷線」の山田町内に入る交差点か
ら現在防雪柵が設置されている区間（約６００ｍ）まで防雪柵を設置されるよう
要望します。
 高速道路下の出入り口は、風が巻くため、雪の壁ができ車の衝突事故が発生し
ているので、早期設置を要望します。
 上記実施できるまでの間、平成２３年度試験的に設置した簡易的な防雪柵（３
０ｍ）の延長を要望します。
 防雪柵の設置については、多大な事業費を要することから早期の対応は困難で
あり、各地域から同様の要望を頂いていることから、緊急度を見極めて事業を進
めている状況であります。
 簡易防雪柵の延長についても、今年度の設置は難しい状況でありますが、既存
部分は昨年と同様に、町内会からネットの設置・撤去・草刈り等のご協力が可能
であれば、引き続き取り組んでまいりますので、よろしくお願いいたします。

３．道路の舗装改修について（令和２年度要望から継続）

 当町内の岩見地内から赤田町内に通じる区間の凹凸やひび割れが目立ってきて
いるので舗装改修を要望します。
 舗装修繕については、来年度から年次計画により補修を実施する予定としてお
ります。
 なお、工事実施までの間は、穴埋めやパッチングなど部分的な補修で対応いた
しますのでよろしくお願いいたします。

山田 建設管理課

２．ガードレールの設置について（平成１５年度要望から継続）

 市道と南幹線水路との間に高低差が生じており、転落防止のためガードレール
の設置を要望します。(＊＊宅前Ｌ＝１４０ｍ)
 ガードレールの設置については、防護柵の設置基準（道路の高低差や法面の勾
配など）を基に、危険性や緊急度の高い箇所から取り組んでまいります。
 本要望箇所については、年次計画により設置を検討してまいりますので、ご理
解をお願いいたします。

山田 建設管理課
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南内越地区要望に対する回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

畑谷 建設管理課

１．「サド」改修整備について（平成３０年度要望から継続）

 舗装の整備については、各地域から多数の要望を頂いていることから、危険性
や緊急度の高い箇所から取り組んでまいります。また、市道の補修については、
適時適切に実施してまいります。
 本要望箇所についても、道路パトロールにより状況を見極めながら、補修によ
り取り組んでまいりますので、ご理解をお願いいたします。

 畑谷集落の中央部を南北に「サド」が貫流し、畑谷１号橋の下流で芋川支流の
長者川と合流する。
 通常はまことに穏やかな水流であるが、大雨となると、平岡の田地からのオー
バー水が一斉にサドに流入し、瞬時に激流となる。その激流はサドの両岸を浸食
し壊し、長者川の増水と相まって、住宅等への浸水被害、交通障害等を生じてい
る。
 令和２年７月２８日早朝の短時間豪雨では、平成２９年７月の大雨と同様に、
長者川の増水によりサドが氾濫し、非住宅の浸水や住宅への浸水警戒、主要生活
道路の通行止め等の災害被害が発生した。しかしながら、この「サド」にはこれ
まで一度も改修・整備の手が入ったことが無い。
 市建設部において早急にサド改修整備に向けた取組を行っていただきたい。

 畑谷町内の「サド」について、大雨の際に浸水被害が発生しないように長者川
の浚渫および伐木を昨年度から実施してまいりました。これによって大雨の際の
流下能力が向上し、畑谷町内の「サド」の水量についても緩和されると考えてお
りますので、ご理解をお願いいたします。

畑谷 建設管理課

２．市道畑谷２号線の道路整備･舗装について（平成３０年度要望から継続）

 西畑谷小路から芋川堤防敷道路に至る市道畑谷２号線については、基盤整備事
業で整備した区間と従来道路区間に分かれます。
 この従来道路区間については、以前に一部のみ舗装廃材で舗装して頂きました
が、現在はかなり道路表面が傷んでいる状況にある。また、路肩の欠落が激しい
など、車両通行の安全性に問題があります。
 従来からの道路部分（市道）について、道路整形補修と舗装整備を要望しま
す。
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南内越地区要望に対する回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

畑谷 建設管理課

３．西畑谷小路の行き止まりの解消について（平成３０年度要望から継続）

 市道としての西畑谷小路道路は行き止まりとなっているが、段差はあるものの
長者川の河川管理道がその延長先にあることから、日常的にこれを活用し、行き
止まりの解消を図っています。
 これを、市道として整備し、安全で機能的な一般生活道路として整備するよう
要望します。
 なお、このことは、平成４年の長者川河川災害関連事業施行の際に本荘市へ要
望し、合意を得ている事項として捉えていますので、このことを踏まえて対応を
お願いします。
 河川の管理用道路については、生活道路としての使用目的ではなく、河川巡視
や水防活動など、河川維持の通行のために設けられた道路となっております。
 本要望箇所については、現在のところ道路改良計画はなく、今後も現状の道路
を維持補修してまいりますので、ご理解をお願いいたします。

畑谷 建設管理課

４．道路側溝の新設について（新規要望）

 下記図面の赤線部分は、土側溝のままである。ついては、道路側溝を新設し、
雨水排水環境の整備と道路通行上の安全確保を要望いたします。
 側溝の整備については、各地域から多数の要望を頂いていることから、危険性
や緊急度の高い箇所から取り組んでまいります。
 本要望箇所については、次の道路維持補修計画に組み込んで整備を検討してま
いりますので、ご理解をお願いいたします。
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南内越地区要望に対する回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

１．市道の改良整備等について（平成２８年度要望から継続）

 市道「中崎線」（15012）の総延長Ｌ＝４３６．１ｍのうちＬ≒２４０ｍにつ
いて、経年劣化により路面の凹凸が激しく、通常の通行に支障を来していること
から、路盤の改良整備と併せて道路側溝の敷設について住民から強く要望されて
おり、次の①と②について早期に改良整備されるよう要望します。
① 路盤改良:Ｌ＝≒２４０ｍ
  ※平成２８年度にガス水道局で一部（約50ｍ）補修舗装
   されている。
② 道路側溝の敷設:Ｌ＝１００ｍ（この間は側溝なし）。
 舗装の補修や側溝の整備については、各地域から多数の要望を頂いていること
から、危険性や緊急度の高い箇所から取り組んでまいります。
 本要望箇所については、部分的な補修で対応いたしますので、ご理解をお願い
いたします。

大浦 建設管理課

２．市道側溝の有蓋化について（新規要望）

大浦 建設管理課

 市道「石脇大浦線」の大浦蛇持地内に素掘り側溝部分があり、雑草が繁茂し水
流に支障をきたしている状況から、有蓋化の改良整備を要望いたします。なお、
有蓋化により、当地内の歩行者の安全確保の効果も期待できますので、よろしく
お願いいたします。
 Ｌ＝≒６０ｍ
 側溝の整備については、各地域から多数の要望を頂いていることから、危険性
や緊急度の高い箇所から取り組んでまいります。
 本要望箇所については、次の道路維持補修計画に組み込んで整備を検討してま
いりますので、ご理解をお願いいたします。
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南内越地区要望に対する回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

①側溝の整備については、各地域から多数の要望を頂いていることから、危険性
や緊急度の高い箇所から取り組んでまいります。
 本要望箇所については、道路に浸食が見られるところの路肩及び法面の補修を
してまいりますので、ご理解をお願いいたします。
②当該水路につきましては、市が管理する施設でないことから、土地所有者で対
処いただくことになります。
 なお、農業用水路として使用している場合は市の単独事業を活用する方法があ
りますので、市農山漁村振興課へお問い合わせください。
 また、山から大量の土砂が流入し、住家に危険が及ぶことが想定されれば治山
事業の対象となる場合がありますので、そのような状況が見られましたら、市農
山漁村振興課へご連絡をお願いいたします。

砂子 建設管理課

１．道路側溝の改修について（令和４年度要望から継続）

 砂子町内の西側に、上の山団地から芋川に流れる側溝があります。
 ５年前、水害による土砂崩れがあり、改修工事を行っております。
 その後も、大雨が降ると、下ってきた大量の雨水で道路が冠水し、冠水した水
は芋川に流れず、砂子町内の住宅に流れ込んできます。夜間に大雨になると、怖
くて眠れないと言う住民もおります。
 ５年前の工事終了後、市の建設管理課道路河川班の方にお願いしたところ、確
認に来てくれたようですが、その後何の連絡も無く、何の改修工事もされていま
せん。
 住民が大変困っていますので、早期の対策を要望します。

 路面排水の流末について、今年度は現地の調査と水路を新設するなどの対策工
法を検討し、実施してまいります。

大浦 ①建設管理課②農山漁村振興課

３．側溝と水路の崩壊対策について（新規要望）

 ①、市道「石脇大浦線」の大浦蛇持地内の側溝が、近年、山間部からの流入水
量の増加に伴い、水路の掘削が激しく、道路の浸食崩壊が心配され、大型車両の
通行量が多い路線でもあり、大事故につながる前に、早急な改良整備を要望しま
す。
 ②、大浦蛇持７２９番地の＊＊宅への通路脇水路が山間部からの流入水量の増
加により、水路の掘削と法面の浸食崩壊が激しく、通路の崩壊が心配されますの
で、水路の改良整備をお願いします。
Ｌ＝≒５０ｍ
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